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日
本
を
訪
れ
る
と
は
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
た
め
、
こ
う
し
て
皆
さ

ま
に
お
話
し
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
て
、
非
常
に
光
栄
で
す
。
今
日
は
、

私
が
住
ん
で
い
る
ケ
ベ
ッ
ク
州
が
カ
ナ
ダ
の
フ
ラ
ン
ス
語
圏
で
あ
り
、

他
の
州
と
は
か
な
り
異
な
る
特
徴
を
も
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
論
じ

た
い
と
思
い
ま
す
。

カ
ナ
ダ
の
国
土
と
人
口

　
カ
ナ
ダ
は
一
〇
州
と
三
準
州
か
ら
成
る
、
広
大
な
国
土
を
有
す
る
。

地
域
に
よ
っ
て
気
候
が
ず
い
ぶ
ん
異
な
る
。
た
と
え
ば
冬
、
西
に
あ
る

バ
ン
ク
ー
バ
ー
で
は
ほ
と
ん
ど
雪
が
降
ら
な
い
が
、
東
の
ケ
ベ
ッ
ク
州

は
約
半
年
間
、
雪
に
覆
わ
れ
る
極
寒
の
地
で
あ
る
。

　
カ
ナ
ダ
は
広
大
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
口
は
現
在
約

三
千
四
百
万
人
と
、
日
本
の
人
口
の
三
分
の
一
に
も
満
た
ず
、
人
口
密

度
は
低
い
。
カ
ナ
ダ
の
国
家
レ
ベ
ル
の
公
用
語
は
英
語
と
フ
ラ
ン
ス
語

で
あ
る
が
、
移
民
の
流
入
に
よ
り
、
実
際
に
は
カ
ナ
ダ
中
の
家
庭
で

一
〇
〇
以
上
の
言
語
が
話
さ
れ
て
い
る
。
カ
ナ
ダ
は
大
き
く
分
け
て
、

ケ
ベ
ッ
ク
州
が
フ
ラ
ン
ス
語
圏
、
そ
の
他
の
州
が
英
語
圏
だ
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
厳
密
に
い
え
ば
、
ケ
ベ
ッ
ク
州
以
外
に
も
フ

ラ
ン
ス
語
系
の
カ
ナ
ダ
人
は
居
住
し
て
い
る
。
ケ
ベ
ッ
ク
州
に
隣
接
す

る
西
の
オ
ン
タ
リ
オ
州
と
東
の
ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
州
に
も
、

フ
ラ
ン
ス
語
系
の
人
々
は
住
ん
で
い
る
。
私
は
オ
ン
タ
リ
オ
州
の
首
都

オ
タ
ワ
か
ら
四
十
五
キ
ロ
離
れ
た
小
さ
な
町
で
生
ま
れ
育
っ
た
が
、
ほ

と
ん
ど
の
住
民
が
フ
ラ
ン
ス
語
系
だ
っ
た
。
ま
た
、
首
都
オ
タ
ワ
に
も

か
な
り
の
フ
ラ
ン
ス
語
系
人
口
が
集
中
す
る
。
さ
ら
に
、
北
の
ヌ
ナ

ヴ
ッ
ト
準
州
の
人
口
の
大
半
が
イ
ヌ
イ
ッ
ト
（
い
わ
ゆ
る
エ
ス
キ

モ
ー
）
で
あ
り
、
イ
ヌ
ク
テ
ィ
ト
ゥ
ッ
ト
語
と
い
う
独
自
の
言
語
を
話

　
二
〇
一
二
年
十
月
十
一
日
　
開
催

カ
ナ
ダ
の
フ
ラ
ン
ス
語
圏
─
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
社
会
と
文
化�
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し
て
い
る
。

ケ
ベ
ッ
ク
州
の
社
会
と
文
化

〈
地
理
と
人
口
〉

　
ケ
ベ
ッ
ク
は
、
カ
ナ
ダ
の
一
〇
州
の
な
か
で
は
最
大
の
面
積
を
有
し
、

大
西
洋
に
注
ぐ
セ
ン
ト
ロ
ー
レ
ン
ス
川
と
呼
ば
れ
る
水
路
が
歴
史
的
に

ケ
ベ
ッ
ク
州
の
経
済
の
発
展
に
貢
献
し
て
き
た
。
人
口
は
約
八
百
万
人

で
あ
り
、
こ
れ
は
オ
ン
タ
リ
オ
州
に
次
い
で
多
く
、
カ
ナ
ダ
の
総
人
口

の
約
四
分
の
一
を
占
め
る
。
州
都
は
、
セ
ン
ト
ロ
ー
レ
ン
ス
川
の
下
流

に
位
置
す
る
ケ
ベ
ッ
ク
・
シ
テ
ィ
で
、
私
が
現
在
住
ん
で
い
る
最
大
の

商
業
都
市
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
に
は
同
州
の
人
口
の
約
半
分
が
集
中
し
て

い
る
。

〈
政 

治
〉

　
カ
ナ
ダ
は
連
邦
制
を
採
用
し
て
い
る
た
め
、
政
治
は
国
レ
ベ
ル
と
州

レ
ベ
ル
に
分
か
れ
て
執
り
行
な
わ
れ
る
。
ケ
ベ
ッ
ク
州
に
は
一
九
六
〇

年
代
よ
り
カ
ナ
ダ
か
ら
分
離
独
立
す
る
動
き
が
あ
る
が
、
分
離
独
立
に

反
対
す
る
「
ケ
ベ
ッ
ク
自
由
党
」
と
、
賛
成
す
る
「
ケ
ベ
ッ
ク
党
」
が

こ
れ
ま
で
政
権
を
奪
い
合
っ
て
き
た
。
二
〇
〇
三
年
か
ら
ケ
ベ
ッ
ク
自

由
党
が
州
政
権
に
就
い
て
い
た
が
、
つ
い
先
月
（
二
〇
一
二
年
九
月
四

日
）、
ケ
ベ
ッ
ク
党
が
州
総
選
挙
で
勝
利
し
た
た
め
、
ケ
ベ
ッ
ク
州
の

分
離
運
動
が
ま
た
注
目
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
少
数
派
政
権
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
分
離
独
立
を
問
う
州
民
投
票
は
行
な
わ
れ
な
い
、
と
み
ら

れ
て
い
る
。

　
今
回
の
州
選
挙
で
恐
ろ
し
い
事
件
が
起
こ
っ
た
。
開
票
結
果
が
判
明

し
、
ケ
ベ
ッ
ク
党
の
党
首
で
あ
る
マ
ロ
ワ
氏
が
勝
利
宣
言
を
し
て
い
る

最
中
に
、
英
語
系
の
男
が
会
場
で
無
差
別
に
発
砲
し
、
一
人
が
死
亡
し

た
。
カ
ナ
ダ
中
を
震
撼
さ
せ
た
こ
の
事
件
は
、
ケ
ベ
ッ
ク
の
分
離
独
立

問
題
、
そ
し
て
、
英
語
系
と
フ
ラ
ン
ス
語
系
の
対
立
の
根
の
深
さ
を
物

語
る
。

〈
言
語
状
況
〉

　
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
人
口
の
約
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
フ
ラ
ン
ス
語
を
母
語

と
し
、
約
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
み
が
英
語
を
母
語
と
す
る
。
カ
ナ
ダ
に
お

い
て
フ
ラ
ン
ス
語
系
が
多
数
派
で
あ
る
の
は
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
み
で
あ
る
。

残
り
の
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
移
民
の
人
々
で
、
英
語
も
フ
ラ
ン
ス
語
も

母
語
と
し
な
い
。

　
な
お
、
カ
ナ
ダ
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
を
母
語
と
す
る
人
々
を
フ
ラ
ン

コ
フ
ォ
ン
（Francophone

）、
英
語
を
母
語
と
す
る
人
々
を
ア
ン
グ

ロ
フ
ォ
ン
（Anglophone

）、
英
語
も
フ
ラ
ン
ス
語
も
母
語
と
し
な

い
人
々
を
ア
ロ
フ
ォ
ン
（Allophone

）
と
呼
ん
で
い
る
。
ア
ロ
フ
ォ

ン
は
移
民
た
ち
で
あ
る
が
、
現
在
増
加
し
つ
つ
あ
る
。
異
な
る
言
語
を

話
す
ケ
ベ
ッ
ク
州
民
の
共
通
語
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
あ
る
。
し
か
し
、
昔

か
ら
そ
う
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
最
大
の
都
市
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
で
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は
、
ア
ン
グ
ロ
フ
ォ
ン
が
少
数
派
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
英
語

都
市
だ
っ
た
。
つ
ま
り
、
大
規
模
な
商
業
施
設
や
企
業
は
ア
ン
グ
ロ

フ
ォ
ン
が
経
営
し
、
そ
こ
で
は
英
語
が
業
務
言
語
で
あ
っ
た
。
次
に
説

明
す
る
よ
う
に
、
こ
の
状
況
を
一
変
さ
せ
た
の
が
言
語
政
策
で
あ
っ
た
。

〈「
フ
ラ
ン
ス
語
憲
章
」〉

　
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
の
経
済
界
に
お
け
る
英
語
優
位
の
状
況
を
是
正
す

る
た
め
、
一
九
七
七
年
、
ケ
ベ
ッ
ク
州
政
府
は
「
フ
ラ
ン
ス
語
憲
章
」

と
呼
ば
れ
る
言
語
法
を
制
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
み

を
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
公
用
語
と
宣
言
し
、
ケ
ベ
ッ
ク
社
会
に
お
け
る
フ
ラ

ン
ス
語
の
優
位
性
を
明
確
に
し
た
。
立
法
、
司
法
、
行
政
と
い
っ
た
公

的
部
門
は
も
と
よ
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
教
育
、
サ
イ
ン
（
商
業
用
看
板
な

ど
）
表
示
と
い
っ
た
分
野
ま
で
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
使
用
を
義
務
づ
け
た
。

違
反
し
た
者
に
は
高
額
な
罰
金
が
課
せ
ら
れ
る
ほ
ど
、
拘
束
力
が
強
い

言
語
法
で
あ
る
。

　
こ
の
言
語
法
が
制
定
さ
れ
る
ま
で
は
、
移
民
の
子
供
た
ち
は
英
語
系

の
学
校
に
通
い
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
で
展
開
さ
れ
る
経
済
活
動
で
は
英

語
が
支
配
的
だ
っ
た
。
し
か
し
、
同
憲
章
の
制
定
に
よ
り
、
現
在
、
移

民
の
子
供
た
ち
は
、
義
務
教
育
で
は
フ
ラ
ン
ス
語
を
教
育
言
語
と
す
る

学
校
へ
の
通
学
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
商
業
用
看
板
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
表

示
さ
れ
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
（
た
だ
し
、
現
在
で
は
、
フ
ラ
ン

ス
語
憲
章
は
修
正
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
語
よ
り
も
文
字
が
小
さ
け
れ
ば
、

他
言
語
併
記
も
可
）。
ま
た
、
中
規
模
以
上
の
民
間
企
業
は
徹
底
し
た

業
務
の
フ
ラ
ン
ス
語
化
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
具
体
的
な
例
を
挙
げ
る
と
、
医
者
、
弁
護
士
、
看
護
師
な
ど
の
専
門

職
に
あ
る
ケ
ベ
ッ
ク
州
民
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
が
で
き
な
け
れ
ば
フ
ラ
ン

ス
語
を
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
電
気
代
な
ど
の
公
共
料
金
の
請
求

書
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
書
か
れ
て
い
る
。
店
の
店
員
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
客

に
応
対
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
経
営
者
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
従
業
員

と
話
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
五
十
人
以
上
の
社
員
を
有
す
る
中
規
模

以
上
の
民
間
企
業
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
を
業
務
言
語
に
す
る
よ
う
に
指
示

さ
れ
る
。
ケ
ベ
ッ
ク
社
会
の
フ
ラ
ン
ス
語
化
を
監
督
す
る
「
フ
ラ
ン
ス

語
局
」
と
い
う
役
所
の
職
員
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
憲
章
に
対
す
る
違
反
が

フランス語表示のフード・コート
（モントリオール）

ドゥニーズ・ダウ先生
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な
い
か
、
検
査
し
て
回
る
。
こ
の
状
況
を
嫌
っ
て
ケ
ベ
ッ
ク
州
を
去
っ

て
い
っ
た
ア
ン
グ
ロ
フ
ォ
ン
は
約
三
十
万
人
に
の
ぼ
る
と
推
定
さ
れ
る
。

〈
ケ
ベ
ッ
ク
の
四
季
〉

　
春

─
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
春
は
三
月
二
十
日
ご
ろ
に
始
ま
る
。
ま
だ
雪

は
残
っ
て
い
る
が
、
ケ
ベ
ッ
ク
に
は
こ
の
時
期
、
メ
ー
プ
ル
の
樹
液
が

サ
ト
ウ
カ
エ
デ
の
木
か
ら
採
れ
る
。
田
舎
の
ほ
う
に
行
く
と
あ
ち
こ
ち

の
農
家
が
「
メ
ー
プ
ル
小
屋
」
で
樹
液
を
煮
詰
め
、
小
屋
を
改
造
し
た

レ
ス
ト
ラ
ン
で
メ
ー
プ
ル
・
シ
ロ
ッ
プ
を
使
っ
た
料
理
を
提
供
し
、

メ
ー
プ
ル
・
シ
ロ
ッ
プ
が
入
っ
た
瓶
や
関
連
商
品
を
販
売
す
る
。
メ
ー

プ
ル
・
シ
ロ
ッ
プ
を
パ
ン
ケ
ー
キ
だ
け
で
な
く
、
ハ
ム
や
ビ
ー
ン
ズ
に

も
か
け
る
の
が
ケ
ベ
ッ
ク
流
で

あ
る
。

　
夏

─
ケ
ベ
ッ
ク
州
で
は
六

月
と
七
月
が
最
も
夏
ら
し
い
。

冬
は
寒
い
が
、
夏
は
逆
に
気
温

が
三
十
度
を
超
え
る
こ
と
も
あ

り
、
蒸
し
暑
い
。
六
月
二
十
四

日
は
、
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
み
で
行

な
わ
れ
て
い
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の

お
祭
り
「
聖
ジ
ョ
ン
・
バ
プ

テ
ィ
ス
ト
の
日
」
で
あ
る
。
最
近
で
は
、
宗
教
性
が
薄
ま
り
、
名
を
変

え
、「
ケ
ベ
ッ
ク
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
デ
ー
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の

日
は
、
ケ
ベ
ッ
ク
中
で
パ
レ
ー
ド
や
コ
ン
サ
ー
ト
が
に
ぎ
や
か
に
行
な

わ
れ
、
ケ
ベ
ッ
ク
の
州
旗
（
青
地
に
白
い
ユ
リ
の
花
と
十
字
架
）
が
翻

る
。

　
秋

─
十
月
の
半
ば
は
ケ
ベ
ッ
ク
が
一
番
美
し
い
季
節
。
ケ
ベ
ッ
ク

の
紅
葉
は
、
赤
、
ロ
ー
ズ
、
オ
レ
ン
ジ
、
黄
な
ど
色
と
り
ど
り
で
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
で
あ
る
。
特
に
田
舎
の
ほ
う
の
紅
葉
の
景
色
は
見
事
で
、
こ

の
時
期
、
ケ
ベ
ッ
ク
の
人
々
は
散
策
を
楽
し
ん
だ
り
、
ド
ラ
イ
ブ
に
出

か
け
た
り
す
る
。
葉
が
落
ち
る
こ
ろ
に
ち
ょ
う
ど
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
日

が
や
っ
て
く
る
。
こ
れ
は
ケ

ベ
ッ
ク
州
に
限
っ
た
こ
と
で
は

な
い
が
、
子
供
た
ち
が
一
年
の

な
か
で
最
も
楽
し
み
に
し
て
い

る
日
で
あ
る
。
女
の
子
は
プ
リ

ン
セ
ス
や
妖
精
、
男
の
子
は
ガ

イ
コ
ツ
や
お
化
け
な
ど
に
仮
装

し
、
お
菓
子
を
も
ら
い
に
近
所

を
一
軒
一
軒
回
る
。
大
人
た
ち

も
楽
し
む
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
が
終
わ
る
と
、

「家の前のハロウィーンの写真」
（撮影＝本間昌策）

メープル・シロップ小屋
（撮影＝本間昌策）
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雪
が
ち
ら
ち
ら
降
り
始
め
る
。

　
冬

─
十
一
月
か
ら
三
月
末
ま
で
ケ
ベ
ッ
ク
は
雪
景
色
で
あ
る
。
マ

イ
ナ
ス
二
十
度
に
ま
で
下
が
る
気
温
に
対
処
す
る
た
め
、
ケ
ベ
ッ
ク
の

人
々
は
防
寒
を
徹
底
し
て
い
る
。
大
量
の
降
雪
が
日
常
的
に
な
る
の
は

一
月
と
二
月
で
あ
り
、
雪
は
背
丈
よ
り
も
高
く
積
も
る
こ
と
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
家
か
ら
出
る
た
め
に
住
人
が
自
ら
雪
か
き
を
す
る
か
、
除

雪
業
者
と
契
約
を
結
ん
で
い
る
世
帯
も
多
い
。
ク
リ
ス
マ
ス
の
時
期
は
、

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
街
の
中
心
街
だ
け
で
な
く
、
普
通
の
家
を
も
幻

想
的
な
雰
囲
気
に
仕
立
て
る
。
ケ
ベ
ッ
ク
の
人
々
は
、
ス
キ
ー
や
ス

ケ
ー
ト
な
ど
の
ウ
ィ
ン
タ
ー
・
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
だ
り
、
ホ
ー
ム
・

パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
い
た
り
し
て
、
冬
を
楽
し
く
過
ご
す
。

〈
文
化
産
業

─
音
楽
、
映
画
、
シ
ル
ク
・
ド
ゥ
・
ソ
レ
イ
ユ
〉

　
ケ
ベ
ッ
ク
は
芸
術
家
の
比
率
が
カ
ナ
ダ
で
最
も
高
く
、
州
政
府
に

よ
っ
て
文
化
産
業
が
手
厚
く
推
進
さ
れ
て
い
る
。
世
界
的
に
有
名
な
歌

手
セ
リ
ー
ヌ
・
デ
ィ
オ
ン
が
ケ
ベ
ッ
ク
出
身
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
。
毎
年
六
月
末
か
ら
七
月
初
旬
に
か
け
て
「
モ
ン
ト
リ
オ
ー

ル
・
ジ
ャ
ズ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
、
世
界
中
か
ら
ジ
ャ

ズ
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
集
ま
る
。
ま
た
、
八
月
末
か
ら
九
月
初
旬
に
か

け
て
開
催
さ
れ
る
「
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
世
界
映
画
祭
」
に
は
世
界
中
か

ら
数
多
く
の
作
品
が
エ
ン
ト
リ
ー
す
る
。
フ
ラ
ン
ス
語
に
よ
る
ケ
ベ
ッ

ク
映
画
は
世
界
的
に
評
価
が
高
く
、
ア
メ
リ
カ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
作
品

賞
を
取
っ
た
も
の
も
多
く
、
カ
ナ
ダ
国
立
映
画
庁
は
ケ
ベ
ッ
ク
映
画
の

制
作
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
・
ア
ー
ツ
で
有
名
な
ケ
ベ
ッ
ク
が
世
界
に
誇
る

サ
ー
カ
ス
「
シ
ル
ク
・
ド
ゥ
・
ソ
レ
イ
ユ
」
は
、
一
九
八
四
年
に
モ
ン

ト
リ
オ
ー
ル
で
誕
生
し
た
。
も
と
も
と
ケ
ベ
ッ
ク
に
多
く
存
在
し
て
い

た
極
め
て
芸
術
性
の
高
い
大
道
芸
人
た
ち
が
、
世
界
中
か
ら
集
め
ら
れ

た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
元
体
操
選
手
と
と
も
に
、
現
在
で
は
世
界
各
国
で

チ
ー
ム
を
組
ん
で
公
演
を
し
て
い
る
。
ま
た
、Just for Laughs 

と

呼
ば
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
ド
ッ
キ
リ
カ
メ
ラ
」
の
お
笑
い
番
組
は
、
ケ

ベ
ッ
ク
州
で
大
変
人
気
が
あ
り
、
最
近
で
は
ア
メ
リ
カ
や
日
本
で
も
放

送
さ
れ
て
い
る
と
聞
く
。

　
ケ
ベ
ッ
ク
の
人
々
は
、
北
米
唯
一
の
フ
ラ
ン
ス
語
圏
の
フ
ラ
ン
ス
系

住
民
と
し
て
、
自
分
の
言
語
と
文
化
に
深
い
愛
着
を
も
ち
、
芸
術
文
化

の
領
域
で
彼
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
表
現
し
て
い
る
。

〈
ケ
ベ
コ
ワ
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
〉

　
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
フ
ラ
ン
ス
語
系
の
人
々
は
、
自
ら
を
「
ケ
ベ
コ
ワ 

Q
uébécois

」
と
称
し
、
北
米
で
最
も
早
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
入
植
し

た
人
々
と
し
て
の
自
負
を
持
っ
て
い
る
。
州
都
の
ケ
ベ
ッ
ク
・
シ
テ
ィ

は
、
一
六
〇
八
年
に
フ
ラ
ン
ス
人
シ
ャ
ン
プ
ラ
ン
（
地
理
学
者
・
探
検

家
、
一
五
六
七
〜
一
六
三
五
）
に
よ
っ
て
「
ニ
ュ
ー
・
フ
ラ
ン
ス
植
民
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地
」
と
し
て
建
設
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
の
中
世
の
街
並
み
の
よ
う
な
佇た
た
ずま

い
を
漂
わ
せ
て
い
る
。
街
の
随
所
に
歴
史
的
建
造
物
や
教
会
が
残
り
、

今
で
は
観
光
地
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
私
が
住
む
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
も
、

十
七
世
紀
前
半
に
フ
ラ
ン
ス
人
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
、
一
角
に
旧
市
街

が
残
り
、
近
代
的
な
中
心
街
と
対
照
を
な
し
て
い
る
。

　
フ
ラ
ン
ス
語
が
分
か
る
人
が
ケ
ベ
ッ
ク
州
に
来
て
驚
く
の
は
、
ケ

ベ
ッ
ク
州
の
車
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
に
“Je m

e souviens

”（「
私

は
忘
れ
な
い
」）
と
書
い
て
あ
る
こ
と
だ
。
こ
の
意
味
の
解
釈
に
は
い

ろ
い
ろ
あ
る
が
、「
カ
ナ
ダ
連
邦
に
お
け
る
唯
一
の
フ
ラ
ン
ス
語
圏
の

過
去
、
現
在
、
将
来
」
を
「
忘
れ
な
い
」、
つ
ま
り
「
フ
ラ
ン
ス
系
の

言
語
と
文
化
よ
、
永
遠
な
れ
」
と
解
釈
し
て
よ
い
と
思
う
。

　
カ
ナ
ダ
の
「
美
し
い
州 la belle province
」
と
し
て
知
ら
れ
る

ケ
ベ
ッ
ク
州
に
、
ぜ
ひ
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。Arigato!

ケベック・シティの旧市街
（撮影＝本間昌策）


